
16

と
を
き
っ
か
け
に
、
代
表
の
小
川
専
一
さ

ん
（
89
歳
・
土
谷
）
が
、
ま
す
ま
す
人
通

り
の
多
く
な
る
南
内
越
の
道
路
の
見
映
え

を
良
く
し
よ
う
と
、
川
口
交
差
点
や
高
校

の
周
辺
、
当
時
通
学
路
だ
っ
た
堤
防
な
ど

数
カ
所
に
花
を
植
え
始
め
ま
し
た
。
そ
の

後
協
力
者
が
増
え
る
に
つ
れ
て
手
つ
か
ず

だ
っ
た
川
口
踏
切
の
線
路
沿
い
の
土
地
へ

と
活
動
の
幅
を
広
げ
、
平
成
７
年
に
現
在

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
現
在
は
川
口
交
差
点
を
町
内
会
が
、
由

利
高
校
付
近
を
近
隣
の
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ

引
き
継
い
で
お
り
、
小
川
さ
ん
の
活
動
の

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
は
川
口
踏
切
の
花
壇
を
軸
に
活

動
し
、
毎
年
春
か
ら
花
壇
の
整
地
を
始
め
、

６
月
に
南
内
越
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
会
の

会
員
、
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学

生
自
治
会
、
近
隣
の
企
業
な
ど
約
30
人
で

６
〜
７
種
類
の
花
の
植
栽
を
行
い
ま
す
。

植
栽
後
の
水
や
り
な
ど
は
グ
ル
ー
プ
数
名

を
中
心
に
行
い
ま
す
が
「
風
や
雨
の
強
い

日
は
花
壇
が
気
に
な
っ
て
仕
方
な
い
」
と

言
う
小
川
さ
ん
と
同
じ
く
、
グ
ル
ー
プ
の

中
に
は
通
り
す
が
り
に
手
入
れ
を
行
っ
て

い
る
人
も
い
る
よ
う
で
、
日
頃
か
ら
み
ん

な
に
見
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
今
ま
で
継
続
し

て
き
た
こ
と
を
絶
や
さ
ず
に
、
続
け
て
い

く
こ
と
。
「
花
を
通
し
て
人
と
つ
な
が
り
、

地
域
が
和
み
、み
ん
な
の
思
い
出
に
な
る
」

と
ほ
ほ
笑
む
小
川
さ
ん
。
来
年
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
ち
な
み
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
マ
ー
ク
に
見
え
る
よ
う
、
既
に
グ

ル
ー
プ
で
協
力
し
合
っ
て
花
壇
の
設
計
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
、
近
く
を
通
っ
た
際
に
は
立
ち
止
ま

っ
て
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
内
で
活
動
す
る
団
体

を
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

第
18
回
は「
南
内
越
花
い
っ
ぱ
い
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
」
で
す
。

市
内
で
活
動
す
る
団
体
を
紹
介

熱
中夢
中18
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南内越花いっぱい
ボランティアグループ

まちを彩り、心潤す
いっぱいの花

　
南
内
越
花
い
っ
ぱ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
が
管
理
す
る
川
口
踏
切
の
線
路
沿

い
に
あ
る
花
壇
が
、
県
花
い
っ
ぱ
い
運
動

の
会
が
主
催
す
る
「
第
55
回
全
県
花
だ
ん

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
最
上
位
と
な
る
秋
田
県

知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
以

来
７
回
目
と
な
り
ま
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
な

ど
で
数
々
の
賞
に
入
賞
し
、
見
た
人
の
心

を
和
ま
せ
る
こ
の
花
壇
に
は
、
花
を
通
し

て
地
域
づ
く
り
や
人
づ
く
り
に
励
む
人
々

の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
始
ま
り
は
昭
和
50
年
、
由
利
高
等
学
校

が
現
在
の
位
置
に
校
舎
を
引
っ
越
し
た
こ

10月30日、全県花だんコンクール
で秋田県知事賞を受賞

６月９日、植栽に参加した皆さん
（前列右から３番目が代表の小川専一さん）
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仲間とつなぐ、たすきリレー

　由利地域「ゆりまつり」の恒例行事、由利中学校駅伝大
会が10月27日に開催されました。今年は由利中学校の３
チームのほか、地元消防団チームと由利中同窓会チームを
加えた５チームが参加。懸命にたすきをつなぐ姿に、沿道
からは拍手や声援が送られました。（記事４・６㌻）

仲間とつなぐ、たすきリレー仲間とつなぐ、たすきリレー仲間とつなぐ、たすきリレー仲間とつなぐ、たすきリレー仲間とつなぐ、たすきリレー仲間とつなぐ、たすきリレー仲間とつなぐ、たすきリレー仲間とつなぐ、たすきリレー仲間とつなぐ、たすきリレー

　由利地域「ゆりまつり」の恒例行事、由利中学校駅伝大
会が会が1010月月2727日に開催されました。今年は由利中学校の３日に開催されました。今年は由利中学校の３
チームのほか、地元消防団チームと由利中同窓会チームを
加えた５チームが参加。懸命にたすきをつなぐ姿に、沿道
からは拍手や声援が送られました。（記事４・６㌻）

　由利地域「ゆりまつり」の恒例行事、由利中学校駅伝大
会が10月27日に開催されました。今年は由利中学校の３
チームのほか、地元消防団チームと由利中同窓会チームを
加えた５チームが参加。懸命にたすきをつなぐ姿に、沿道
からは拍手や声援が送られました。（記事４・６㌻）

南
内
越
花
い
っ
ぱ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
に
興
味
の
あ
る
方
は
代
表
の
小

川
さ
ん
ま
で

☎
22̶

５
７
７
２

花いっぱいの花壇（10月29日撮影）
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市
功
労
者
顕
彰
式
が
10
月
21

日
に
市
内
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、

長
年
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
市
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

５
人
の
方
々
の
功
績
を
た
た
え

ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
は
、
市
議
会
議
員

の
三
浦
秀
雄
さ
ん
（
70
歳
・
薬

師
堂
）、
佐
々
木
慶
治
さ
ん

（
70
歳
・
岩
野
目
沢
）、
大
関
嘉

一
さ
ん
（
72
歳
・
前
郷
）、
元

市
議
会
議
員
の
佐
藤
讓
司
さ
ん

（
70
歳
・
鳥
海
町
上
川
内
）
が

そ
れ
ぞ
れ
地
方
自
治
功
労
者
と

し
て
、
小
友
石
沢
地
区
民
生
児

童
委
員
協
議
会
会
長
の
田
中
義

則
さ
ん
（
72
歳
・
二
十
六
木
）

が
民
生
功
労
者
と
し
て
顕
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
選
考
委
員
や
市
議
会

議
員
な
ど
関
係
者
約
90
人
が
出

席
。
長
谷
部
市
長
は
顕
彰
状
と

功
労
章
を
贈
呈
し
「
受
章
さ
れ

た
皆
さ
ま
は
長
年
に
わ
た
り
各

分
野
で
地
域
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ご
労
苦
と
ご
功
績
に

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
今
後
も
本
市
発
展
の

た
め
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
長
年
の

功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
受
章
者
の
う
ち
４

人
が
出
席
し
「
身
に
余
る
光
栄

で
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
微
力
な
が
ら
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
」
な
ど
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
市
の
功
労
者
顕
彰
は
今
年
が

11
回
目
で
、
今
回
を
含
め
て
特

別
功
労
２
人
、
合
併
特
別
功
労

15
人
、
地
方
自
治
功
労
12
人
、

民
生
功
労
９
人
、
産
業
功
労
２

人
の
計
40
人
の
方
が
受
章
し
て

い
ま
す
。

▼
三
浦
秀
雄
さ
ん
　
昭
和
58
年

に
旧
本
荘
市
議
会
議
員
に
当
選

以
来
、
合
併
後
は
由
利
本
荘
市

議
会
議
員
と
し
て
現
在
ま
で
通

算
11
期
、
36
年
余
り
に
わ
た
り

議
員
を
務
め
、
こ
の
間
、
総
務

常
任
委
員
会
や
議
会
運
営
委
員

会
の
委
員
長
を
歴
任
す
る
な

ど
、
地
方
自
治
発
展
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

▼
佐
々
木
慶
治
さ
ん
　
平
成
13

年
に
旧
大
内
町
議
会
議
員
に
当

選
以
来
、
合
併
後
は
由
利
本
荘

市
議
会
議
員
と
し
て
現
在
ま
で

通
算
６
期
、
18
年
余
り
に
わ
た

り
議
員
を
務
め
、
こ
の
間
、
市

議
会
副
議
長
を
務
め
る
な
ど
、

地
方
自
治
発
展
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

▼
大
関
嘉
一
さ
ん
　
平
成
11
年

に
旧
由
利
町
議
会
議
員
に
当
選

以
来
、
合
併
後
は
由
利
本
荘
市

議
会
議
員
と
し
て
現
在
ま
で
通

算
６
期
、
19
年
余
り
に
わ
た
り

議
員
を
務
め
、
こ
の
間
、
総
務

常
任
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め

る
な
ど
、
地
方
自
治
発
展
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
佐
藤
讓
司
さ
ん
　
平
成
８
年

に
旧
鳥
海
町
議
会
議
員
に
当
選

以
来
、
合
併
後
は
由
利
本
荘
市

議
会
議
員
と
し
て
平
成
29
年
ま

で
通
算
７
期
、
21
年
余
り
に
わ

た
り
議
員
を
務
め
、
こ
の
間
、

建
設
常
任
委
員
会
の
委
員
長
を

務
め
る
な
ど
、
地
方
自
治
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

▼
田
中
義
則
さ
ん
　
平
成
元
年

か
ら
現
在
ま
で
の
30
年
余
り
に

わ
た
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
援
護
が
必
要
な
住
民

へ
の
保
護
や
支
援
、
相
談
な
ど

に
真
摯
に
取
り
組
む
ほ
か
、
小

友
石
沢
地
区
民
生
児
童
委
員
協

議
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
市

民
福
祉
の
向
上
と
児
童
の
健
全

育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
功
労
、
民
生
功
労

５
人
を
顕
彰
し
功
労
章
を
贈
呈

功
労
者
の
方
々
の

　
　
　
　
主
な
功
績

市功労者顕彰式
長年の功績をたたえて

前列左から三浦秀雄さん、長谷部市長、佐々木慶治さん、後列左から大関嘉一さん、田中義則さん

５
人
を
た
た
え
た
市
功
労
者
顕
彰
式

地
方
自
治
功
労
・
佐
藤
讓
司
さ
ん

（
市
功
労
者
顕
彰
式
は
欠
席
）

由利本荘市民まつり
上位入賞おめでとうございます（敬称略）

東北経済産業局長賞
秋 田 県 知 事 賞
由 利 本 荘 市 長 賞
秋田県観光連盟会長賞
秋田県物産振興会賞
読 売 新 聞 社 賞
河 北 新 報 社 賞
朝 日 新 聞 社 賞
毎 日 新 聞 社 賞
秋 田 魁 新 報 社 賞
ＮＨＫ秋田放送局賞
ＡＢＳ秋 田 放 送 賞
ＡＫＴ秋田テレビ賞
ＡＡＢ秋田朝日放送賞

菊花火
絆の証し
菊
敦煌の格天井
傘
ジグザグ・ジグザグ
巻かがり寿菊花
えぞ菊
群菊
花火
ぼかし紫
華紫
菊
菊

賞　　区　　分 作　品　名
山﨑　喜美子
澤田　クニ
戸堀　恵子
宋　曉琳
高屋　ユウ子
中島　令子
神部　ヒロ子
本間　せつ
黄　秀娟
杉本　絹子
今井　るみ子
伊藤　佳子
佐藤　敦子
菱刈　英子

氏　　名
和歌山県
埼玉県
由利本荘市
中華人民共和国
秋田市
和歌山県
栃木県
秋田市
中華人民共和国
秋田市
新潟県
京都府
由利本荘市
にかほ市

地　　　域
■全国ごてんまりコンクール

由利本荘市長優秀賞
由利本荘市長優良賞
由利本荘市議会議長賞
由利本荘市商工会長賞
朝 日 新 聞 社 賞
ＮＨＫ秋田放送局賞
ＡＢＳ秋 田 放 送 賞
ＡＫＴ秋田テレビ賞
ＡＡＢ秋田朝日放送賞
由利本荘市シルバー人材センター理事長賞

山ぶどう三つ編み込み籠
牡丹に紗綾形のテーブルクロス
くるみの木の皮のかご
山ぶどうのかご
藍染めの晒で作ったバイヤスブラウス
くるみ樹皮のバッグ
こぎん刺しトートバック
和クッション
エコバック  
ブックカバー   

賞　　区　　分 作　　品　　名
眞坂　和子
加藤　夫美
石井　厚子
堀　悦子
阿部　克子
戸賀瀬　香
小松　紀子
伊東　京子
土田　タカ子
佐々木　加代子

氏　　名
■工芸品展

由 利 本 荘 市 長 賞

渋谷　そら
荒川　かがり
加藤　百峰
やす田　なな子 

賞　　区　　分 氏　　名
新山小６年
平沢小５年
平沢小４年
平沢小３年

学校・学年
■小学生書道展

最優秀賞

優 秀 賞

かぞくで  ちょうかいさんに  いったよ
法体の滝と玉田渓谷
鳥海山　御浜の鳥海湖

賞区分 作　　品　　名
佐々木　理加子
二村　玲袮
大須賀　乃衣

氏　　　名
西目小１年
尾崎小５年
尾崎小３年

学校・学年
■ジオパーク児童絵画コンテスト

秋田県発明協会長賞

由利本荘市教育委員会教育長賞（団体賞）
きれいな海と生き物を
守る魚のゴミ収集車
電気をつくるえんぴつ
海のおそうじダコ

賞　　区　　分 作　　品　　名

新山小４年

新山小３年
新山小２年

学校・学年
新山小学校

佐藤　柚帆

細井　陵央
鹿田　莉陽斗

氏　　名
■未来の科学ゆめ絵画展

秋田県発明協会長賞
学校賞（団体の部）

ミストキャップ

賞　　区　　分 作　　品　　名

尾崎小６年

学校・学年
鶴舞小学校
板垣　瑞希

氏　　名
■発明工夫展
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10月19日から27日にかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさま
ざまなイベントが行われ、会場を訪れた来場者は、「作る・見る・食べる・動く」それぞれの秋を堪能していました。

由利本荘市民まつり
矢島産業文化祭

岩城産業文化祭ゆりまつり

立派に実った野菜や果物がたくさん

もちつき体験。おいしくな～れ

ホビーショーが大人気！

絵画などみんなの力作がたくさん 石沢産新そばに舌鼓

うまくつくれるかな～

地元の食材をどうぞ♪ 色鮮やかなごてんまり

亀田保育園の祭太鼓「祭」

おいしいお茶をどうぞ♪

岩城小学校５年生によるお米をテーマに
した劇や百姓踊り（左）と６年生による英語劇
「Peach Boy（桃太郎）」（右）

第43回由利中学校駅伝大会
（記事６㌻）

素敵な作品に大勢の人が

10月19日から27日10月19日から27日にかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさま

各地域で　 まつり開催
地元の児童・生徒が商品を販売

大内地域市民祭
東由利秋まつり

収穫感謝イベント
はまなすフェア

鳥海地域
産業文化祭

皆さん勢いよく口に運びます！

恒例のとろろめし大喰い大会

まだまだいけるぞ！

それぞれの力作に多くの見物客が

気分は消防士！かっこいい！

縁日ひろばで射的。当たるかなぁ？

遊び場たくさん！こどもまつり

踊りや歌で観客を魅了

ふるさとに伝わる伝統芸能を披露
「鳥海郷土芸能発表会」

天神あやとり（鳥海小）

貝沢からうすからみ（鳥海小）

横笛演奏（鳥海中）

すず踊り（上直根芸能保存会）

恒例のねぎまつり恒例のねぎまつり

立派なニシキゴイ ついつい買いたくなっちゃいます

西目のリンゴはやはり大人気！

実りの 　に感謝
にかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさまにかけて各地域で秋まつりが開催されました。美術作品の展示や地域の特色を生かしたさま

各地域で　 まつり開催各地域で　 まつり開催各地域で　 まつり開催各地域で　 まつり開催

一斉にスタート！
たすきをつないで見事ゴール！

鳥海りんどうや手芸作品を展示

こんなにたくさん詰めました！

西目小児童による物品販売
「子ども★あきんど塾」

沿道からもたくさんの声援が

第27回芸能発表会
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由
利
本
荘
市
管
工
事
協
同
組

合
青
年
部
が
10
月
25
日
、
社
会

奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
、
本

市
に
移
住
し
た
２
世
帯
の
住
宅

　市長の長谷部です。10月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、市
ホームページでもご覧いただけます。

　
秋
田
市
内
の
ホ
テ

ル
で
第
１
回
協
議
会
が
開

催
さ
れ
、
国
や
県
の
担
当
者
の

ほ
か
、
漁
業
関
係
者
や
大
学
関
係

者
な
ど
が
参
加
し
、
協
議
会
の
運

営
規
程
や
有
望
な
区
域
の
概
要
な

ど
に
つ
い
て
国
か
ら
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
発
言
さ
れ
、
私
か
ら
は
市

の
基
本
的
な
考
え
方
や
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
、
様
々
な
不
安
や

期
待
の
声
が
あ
る
こ
と
を
述

べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

９月25日（水）～10月６日（日）
○洋上風力発電海外先進地調査事業報告会
　を開催（岩城・石脇・西目・本荘の４会場）

　
市
内
４
会
場
で
報
告
会
を
開

催
し
、
延
べ
４
８
２
人
の
皆
さ

ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
調
査
箇
所
と

本
市
沖
の
計
画
箇
所
と
で
は
条

件
が
異
な
り
、
景
観
や
動
植
物

な
ど
へ
の
影
響
が
払
拭
し
き
れ

な
い
こ
と
や
、
産
業
振
興
や
雇

用
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
多
く

の
ご
意
見
、
ご
質
問
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
の
ご
意
見
や
ご
質

問
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

10月８日（火）
○再エネ海域利用法に基づく法定協議会に
　出席（秋田市）

佐
々
木
隆
一
さ
ん
が
受
賞

秋
田
県
地
方
自
治
功
労

　
長
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の

振
興
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
佐

々
木
隆
一
さ
ん
（
72
歳
・
西
目

町
沼
田
）
が
秋
田
県
地
方
自
治

功
労
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
平
成
３
年
に

旧
西
目
町
議
会
議
員
に
当
選
以

来
、
市
町
村
合
併
後
は
由
利
本

荘
市
議
会
議
員
と
し
て
現
在
ま

で
通
算
８
期
、
24
年
余
り
に
わ

た
っ
て
議
員
を
務
め
、
卓
越
し

た
見
識
と
豊
か
な
経
験
を
十
分

に
発
揮
し
、
市
民
生
活
の
安
定

と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
「
こ
う
し
て

受
賞
で
き
た
の
も
支
え
て
く
れ

た
皆
さ
ん
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

今
後
も
市
政
発
展
と
地
域
貢
献

に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

Event  and  Sports

力
強
く
考
え
を
発
表

由
利
本
荘
市
中
学
校
少
年
非
行
防
止
・
防
火
弁
論
大
会

　
非
行
防
止
と
防
火
を
テ
ー
マ

に
中
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

を
述
べ
る
大
会
が
、
11
月
１
日

に
東
由
利
中
学
校
を
会
場
に
開

か
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
市
内

の
各
中
学
校
か
ら
１
人
ず
つ
計

10
人
の
発
表
者
が
ス
テ
ー
ジ
に

立
ち
、
時
に
語
気
を
強
め
た
り

身
振
り
手
振
り
を
交
え
た
り
し

て
、
堂
々
と
し
た
主
張
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
少
年
非
行
防

止
の
部
で
は
矢
島
中
３
年
の
木

村
文
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
木
村
さ
ん
は
、
何

も
知
ら
ず
に
違
法
サ
イ
ト
で
漫

画
を
読
ん
で
し
ま
っ
て
深
く
後

悔
し
た
経
験
か
ら
、
自
分
の
行

動
に
責
任
を
持
つ
こ
と
の
大
切

さ
を
主
張
し
ま
し
た
。

　
一
方
防
火
の
部
で
は
、
今
火

災
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
正
し
い

管
工
事
協
同
組
合
青
年
部
が
奉
仕
作
業

移
住
世
帯
の
水
回
り
を
点
検

の
水
回
り
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
組
合
青
年
部
で
は
４
年
前

か
ら
高
齢
世
帯
を
対
象
に
水
回

り
点
検
の
奉
仕
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
本
市
へ

の
移
住
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
年
は
初
め
て
移
住

高
齢
世
帯
を
対
象
と
し
た
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
窪
田
喜
行
さ
ん

（
67
歳
・
二
番
堰
）の
お
宅
に
は
、

青
年
部
の
３
人
が
訪
問
。
普
段

気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

聞
き
取
り
な
が
ら
、
台
所
や
洗

面
所
、
風
呂
場
や
ト
イ
レ
、
ボ

イ
ラ
ー
や
外
の
メ
ー
タ
ー
な
ど

の
設
備
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
状
態

を
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
窪
田

さ
ん
は
「
助
か
り
ま
す
。
や
っ

ぱ
り
見
て
も
ら
う
と
安
心
し
て

使
え
ま
す
ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

判
断
で
逃
げ
ら
れ
る
か
を
会
場

に
問
い
か
け
「
本
当
に
恐
ろ
し

い
の
は
火
で
も
煙
で
も
な
く
あ

な
た
の
油
断
で
す
」
と
力
強
く

述
べ
た
岩
城
中
３
年
の
吉
尾
董

矢
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

消
防
団
や
Ｏ
Ｂ
も
参
加
、
地
域
ぐ
る
み
の
行
事
に

第
43
回
由
利
中
学
校
駅
伝
大
会

　
由
利
中
学
校
駅
伝
大
会
が
10

月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
出
場
し

た
選
手
た
ち
が
地
域
内
の
14
区

間
、
約
21
・
６
㌔
の
コ
ー
ス
で

た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
沿

道
に
は
保
護
者
や
地
域
住
民
な

ど
が
駆
け
付
け
、
盛
ん
に
拍
手

や
声
援
を
送
り
な
が
ら
選
手
た

ち
を
見
守
り
ま
し
た
。

　
大
会
は
ク
ラ
ス
対
抗
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
生
徒

数
が
減
少
し
て
１
学
年
１
チ
ー

ム
の
計
３
チ
ー
ム
で
走
る
状
況

が
続
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
４
年

前
か
ら
地
域
の
消
防
団
が
チ
ー

ム
を
組
ん
で
大
会
に
参
加
。
今

年
は
さ
ら
に
中
学
校
の
同
窓
会

チ
ー
ム
も
加
わ
り
、
計
５
チ
ー

ム
で
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
の
序
盤
は
大
人
の
チ

ー
ム
が
優
位
に
立
っ
た
も
の
の
、

次
第
に
中
学
生
チ
ー
ム
が
本
領

を
発
揮
す
る
展
開
に
。
８
区
の

ス
タ
ー
ト
地
点
で
仲
間
を
待
っ

た
佐
々
木
駿
君
（
３
年
）
は
「
大

人
の
チ
ー
ム
に
は
負
け
ら
れ
な

い
の
で
区
間
賞
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
」
と
意
気
込
み
、
前

の
走
者
か
ら
た
す
き
を
受
け
取

る
と
勢
い
よ
く
駆
け
出
し
て
い

き
ま
し
た
。

　
生
徒
や
地
域
住
民
が
待
つ
中
、

ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
し
た
の
は
２

年
生
チ
ー
ム
。
そ
の
後
３
年
生
、

１
年
生
、
消
防
団
が
続
き
ま
し

た
。
最
後
に
同
窓
会
チ
ー
ム
の

ア
ン
カ
ー
を
務
め
た
佐
々
木
克

也
校
長
の
姿
が
見
え
る
と
多
く

の
生
徒
が
伴
走
し
、
ゴ
ー
ル
後

に
は
胴
上
げ
も
行
わ
れ
る
盛
り

上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
佐
々

木
校
長
は
「
以
前
由
利
中
に
赴

任
し
て
い
た
と
き
の
教
え
子
た

ち
が
協
力
し
て
く
れ
た
。
最
後

は
み
ん
な
が
待
っ
て
い
て
く
れ

て
す
ご
く
楽
し
い
大
会
に
な
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

説明を受ける窪田さん（右）

水回りを細かくチェック

熱弁を振るう木村さん

仲
間
と
協
力
し
て
災
害
現
場
か
ら
の
脱
出
を
目
指
す

体
感
型
防
災
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
脱
出
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が

ら
防
災
の
知
識
を
学
べ
る
「
体

感
型
防
災
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー
プ
主
催
）」

が
11
月
２
日
、
ナ
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
通
常
の
防

災
訓
練
と
は
違
い
、
仲
間
や
家

族
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
防
災

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ク
リ
ア
し
、
脱

出
を
目
指
す
ゲ
ー
ム
感
覚
の
防

災
訓
練
で
す
。

　
今
回
は
巨
大
隕
石
が
地
球
に

接
近
し
、
緊
急
警
報
が
発
令
さ

れ
た
と
い
う
テ
ー
マ
で
実
施
。

参
加
し
た
２
６
４
人
が
３
〜
５

人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
実

際
の
災
害
現
場
を
模
し
た
会
場

内
か
ら
制
限
時
間
内
で
の
脱
出

に
挑
み
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
終
了
後
は
、
防
災
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
過

去
に
発
生
し
た
大
規
模
な
自
然

災
害
を
例
に
防
災
レ
ク
チ
ャ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

災害現場でのラップの使用例を実演

暗闇の中、ミッションに挑む参加者
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子
吉
保
育
園
児
が
コ
イ
の
稚
魚
放
流

元
気
で
ね
！
大
き
く
な
っ
て
ね
！

　
子
吉
川
の
宮
内
河
川
敷
で
10

月
25
日
、
子
吉
保
育
園
の
年
長

児
22
人
が
コ
イ
の
稚
魚
を
放
流

し
ま
し
た
。

　
こ
の
放
流
は
、
川
の
資
源
の

確
保
と
同
時
に
子
ど
も
た
ち
が

魚
に
触
れ
る
機
会
を
作
ろ
う
と

子
吉
川
漁
族
保
護
組
合
（
鈴
木

学
組
合
長
）
が
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
７
回
目
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
日
放
流
し
た
の
は
６
月

下
旬
に
卵
か
ら
か
え
っ
た
体
長

15
㌢
ほ
ど
の
稚
魚
約
３
５
０
匹

で
、
園
児
た
ち
は
コ
イ
に
「
大

き
く
な
っ
て
ね
」
と
声
を
掛
け

な
が
ら
次
々
と
川
へ
送
り
出
し

て
い
ま
し
た
。

色
づ
く
景
色
と
名
瀑
の
共
演
を
満
喫

法
体
の
滝
紅
葉
ま
つ
り

　
第
42
回
法
体
の
滝
紅
葉
ま
つ

り
が
、
10
月
19
日
か
ら
27
日
ま

で
法
体
園
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
10
月
初
め
に
は
鳥
海
グ
リ

ー
ン
ラ
イ
ン
も
開
通
し
、
期
間

中
は
赤
や
黄
色
に
色
づ
い
た
景

色
と
法
体
の
滝
と
の
共
演
を
楽

し
も
う
と
、
多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
20
日
の
イ

ベ
ン
ト
デ
ー
で
は
、
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー
で
市
観
光
協
会
鳥
海
支

部
の
佐
藤
安
隆
支
部
長
が
「
今

年
は
新
元
号
の
令
和
に
も
な
り

ま
し
た
し
、
42
回
続
い
た
こ
の

ま
つ
り
を
、
ま
た
新
た
な
気
持

ち
で
引
き
継
い
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
日
は
た
く
さ
ん

の
イ
ベ
ン
ト
を
準
備
し
て
い
ま

す
の
で
、
最
後
ま
で
楽
し
ん
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
会
場
に
は
地
元
特
産
品
の

出
店
が
立
ち
並
ん
だ
ほ
か
、
先

着
２
０
０
人
に
き
の
こ
汁
無
料

サ
ー
ビ
ス
も
振
る
舞
わ
れ
る
な

ど
、
訪
れ
た
人
は
秋
の
味
覚
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
郷
土
芸
能
発

表
や
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
イ
ベ

ン
ト
に
彩
り
を
添
え
、「
イ
ワ
ナ

の
つ
か
み
ど
り
」
で
は
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
び
し
ょ
ぬ
れ
に

な
り
な
が
ら
、
池
の
中
で
動
き

回
る
イ
ワ
ナ
を
追
い
か
け
て
い

ま
し
た
。

東
北
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
表
彰

市
社
会
教
育
委
員
の
２
人
に
表
彰
状

　
市
社
会
教
育
委
員
の
佐
々
木

由
美
子
さ
ん
（
65
歳
・
岩
城
二

古
）
と
冨
士
盛
久
美
子
さ
ん
（
57

歳
・
岩
谷
麓
）
が
、
10
月
17
日

に
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
東
北

地
区
社
会
教
育
研
究
大
会
で
東

北
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡
協

議
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
々
木
さ
ん
は
平
成
11
年
か

ら
14
年
ま
で
旧
岩
城
町
社
会
教

育
委
員
と
し
て
、
平
成
17
年
か

ら
は
市
社
会
教
育
委
員
と
し
て

現
在
ま
で
通
算
17
年
余
り
に
わ

た
り
、
書
道
を
通
じ
た
生
涯
学

習
の
実
践
や
地
域
の
教
育
な
ど

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
冨
士
盛
さ
ん
は
平
成
13
年
に

旧
大
内
町
社
会
教
育
委
員
に
任

命
さ
れ
て
以
来
、
合
併
後
も
市

社
会
教
育
委
員
と
し
て
現
在
ま

で
通
算
17
年
余
り
に
わ
た
り
、

家
庭
教
育
の
推
進
や
生
涯
学
習

奨
励
員
の
活
動
な
ど
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
２
人
は
こ
の
ほ
か
、
本
市
の

「
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
中
期

計
画
」
の
策
定
に
携
わ
る
な
ど
、

長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
教
育
の

振
興
と
発
展
に
大
い
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

表彰状を手にする佐々木さん（左）と冨士盛さん（右）

も
み
じ
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心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に

健
康

だ 

よ 

り

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
課
　
☎
22
ー
１
８
３
４

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

▶▶ 催し
■いのちの総合相談会
　心の悩みや経済的な悩み、暮らし
の悩みなど、一人で悩まずご相談く
ださい。相談無料、秘密は厳守しま
す。
開催日　12月10日㈫
時間　10時～16時
会場　ホテルアイリス２階
　※事前予約が必要です。
申し込み　由利地域振興局福祉環境
　部　調整・障害者班
　☎２２－４１２０

　認知症の人やその家族、地域住民など誰もが気軽に集い、つながることができる場所です。認知症や介護に関する専門
職もいます。気軽に交流し、情報交換しませんか。       

田口さん☎７４－３０１３
佐々木さん☎２４－５６０１

小笠原さん・伊藤さん
☎６２－０８０５

谷合さん☎０９０－６１４９
－８７５６

無料

500円

無料

11月30日㈯
13:30～15:30

11月23日㈯
14:00～16:00

11月23日㈯
14:00～15:30

医療関係者を交えて
情報交換

出張展望カフェ
赤　公民館で認知症
を学ぼう！

お茶会など

名称（会場） 開催日時 参加料 内容 問い合わせ先

「認知症カフェ（オレンジカフェ）」をご利用ください   

展望カフェ「わかば」（赤　公民館・石脇字
赤　1-514）

オレンジ喫茶（コミュニティケア大内・岩谷
町字西野209）

認知症の人と家族のつどい（ＮＰＯ由利本荘
にかほ市民が健康を守る会事務所・石脇字石
脇2）

昭和47年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性の皆さんへ
風しんの抗体検査はお済みですか？
　本年度は、上記年代の男性が風しんの抗体検査・予防接種を無料
で受けられるクーポン券をお送りしています。クーポン券の有効期
限は令和２年１月31日ですので、期限内に抗体検査を受け、抗体の
ない方は予防接種を受けましょう。

※昭和37年４月２日～昭和47年４月１日生まれの男性で、抗体検
　査を希望する方にはクーポン券を発行しますのでお問い合わせく
　ださい。
※昭和47年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性で、本年度
　に本市へ転入した方は、転入時期によってクーポン券が送られて
　いない場合がありますのでお問い合わせください。
問　健康管理課

熟年世代の皆さんへ
「介護支援ボランティア」に登録しませんか？
　介護支援ボランティア制度は、65歳以上の方が介護支援ボランテ
ィア活動を通して社会参加や地域貢献することで自身の介護予防を
推進し、生き生きとした地域社会の実現に寄与することを目的とし
た制度です。ボランティア活動に応じて、１年間で最大５千円の交
付金または本市の特産品と交換することができます。

対象　市内在住の65歳以上で、要介護認定を受けていない方
活動内容　介護保険施設や障がい者施設で行う次の活動
　①入所者の話し相手　②整髪、着替えの補助など　③お茶出し、
　配膳の補助　④歌や音楽の指導や補助　⑤植栽の世話、草むしり
　など
登録方法　事前登録が必要ですので、市社会福祉協議会（伊藤さん
　・荘野さん　☎２３－５５１９）へお問い合わせください。また、
　登録講習会の受講と、ボランティア活動保険（保険料350円のう
　ち200円は助成あり）の加入もお願いします。

※介護支援ボランティア制度の受け入れ施設を募集します。介護保
　険施設や障がい者施設で、受け入れを検討している事業所があり
　ましたら、地域包括支援センター（☎２４－６３４５）までお問
　い合わせください。
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名誉市民

植村伴次郎さん（由利地域出身）ご逝去

　市の名誉市民である植村伴次郎さん（東京都在住）が、10月15日永眠さ
れました。昭和36年に総合映像プロダクションの㈱東北新社を設立し、テ
レビＣＭ制作や映像関連事業で同社を業界トップクラスに育て上げたほ
か、衛星放送の「多チャンネル化の推進」に貢献するなどし、放送事業功労
で旭日小綬章を受章されました。また本市に対し１万点以上にもおよぶア
ニメや映画のビデオ・ＤＶＤ、図書などを寄贈したほか、由利中学校修学
旅行生の会社訪問の受け入れなど、ふるさとの子どもたちを応援し続けら
れました。またケーブルテレビでのＴＢＳ系列の番組放送の推進、由利高
原鉄道では「宇宙戦艦ヤマト号」のラッピング車両の運行など、多岐にわた
り尽力されました。さらに、市ふるさと応援大使として本市のＰＲや知名度
向上などにも寄与されました。90歳。

旧東滝沢村（現由利地域）
に生まれる
旧制本荘中学校（現本荘
高等学校）を卒業
株式会社東北新社設立
同社　代表取締役社長に 
同社　代表取締役会長に

旧由利町功労者に
（教育文化功労）
同社　最高顧問に
旭日小綬章受章
（放送事業功労）
市ふるさと応援大使に
市名誉市民に

昭和４年

昭和20年

昭和36年

平成15年

平成16年

平成21年
平成24年

　　同年
平成27年

植村伴次郎さんの主な経歴

三浦　結菜ちゃん（力也さん）御門

吉村　　渉ちゃん（正治さん）一番堰

佐々木柚芙ちゃん（祐一さん）石脇

齊藤　大晴ちゃん（貴人さん）浜三川

冨樫　南音ちゃん（寛人さん）大鍬町

佐々木太聖ちゃん（祐平さん）石脇

玉米　　律ちゃん（渓介さん）裏尾崎町

<10月16日～ 10月31日受け付け分>

        ゆいな

　　 　しょう

　    ゆずは

 　  たいせい

　　みなと

　   たいせい

　　　  りつ

伊東　慶宣ちゃん（  毅  さん）川西

髙 　楓眞ちゃん（  聡  さん）岩谷町

畠山　泰生ちゃん（  慎  さん）岩谷町

佐々木裕生ちゃん（  瞬  さん）加賀沢

 よしのぶ

   ふうま

 たいせい

   ゆうき

満100歳 
おめでとうございます

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

佐藤　シンさん

伊藤　文夫さん

工藤　ケイさん

阿部　俊夫さん

佐々木キヨさん

池田チヱ子さん

田中　吉則さん

若林　　徹さん

田口　榮子さん

熊田　哲雄さん

佐藤　咲子さん

新田　　敏さん

佐々木一郎さん

大井　良藏さん

佐藤　ヒデさん

土田　浩二さん

茜屋　ソノさん

武田　　達さん

佐藤エチヨさん

石井　達 さん

<10月16日～ 10月31日受け付け分>
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

（赤田・76歳）

（中梵天・91歳）

（藤崎・74歳）

（雪車町・96歳）

（大浦・84歳）

（後町・65歳）

（御門・70歳）

（内越・87歳）

（小人町・75歳）

（大鍬町・89歳）

（西梵天・58歳）

（宮沢・81歳）

（矢島町舘町・90歳）

（矢島町新荘・93歳）

（矢島町元町・57歳）

（岩城赤平・86歳）

（岩城赤平・76歳）

（五十土・96歳）

（岩谷麓・67歳）

小野　昌子さん

澤田ゆみ子さん

工藤　專一さん

大場　　凉さん

遠藤　　功さん

遠藤　ヒメさん

藤原　春男さん

遠藤　　誠さん

木嶋　賢藏さん

小松田忠之助さん

髙橋　ヒサさん

佐々木金一さん

眞坂　守男さん

村上　　敬さん

三森カズ子さん

佐藤　末廣さん

三舩スヅ子さん

村上　　賀さん

眞坂　ミヨさん

（新沢・94歳）

（大谷・57歳）

（平岫・95歳）

（高尾・85歳）

（大倉沢・65歳）

（米坂・77歳）

（新沢・74歳）

（長坂・66歳）

（東由利田代・84歳）

（東由利黒渕・93歳）

（西目町沼田・92歳）

（西目町沼田・94歳）

（鳥海町中直根・85歳）

（鳥海町上川内・42歳）

（鳥海町上笹子・70歳）

（鳥海町伏見・94歳）

（鳥海町小川・83歳）

（鳥海町上川内・84歳）

（鳥海町猿倉・75歳）

佐々木由弘さん

大滝　利勝さん

真坂　七郎さん

（石脇・78歳）

（石脇・70歳）

（薬師堂・83歳）

髙橋　チサさん

武田己巳三さん

佐藤　洋子さん

（万願寺・90歳）

（石脇・90歳）

（桜小路・83歳）

（大正８年10月27日生まれ・鳥海町下川内）

伊藤フサ子さん（旧本荘市功労者・一番堰）
10月20日永眠されました。23年間婦人会活動に携わ
り、本荘市婦人団体連絡協議会会長、本荘市結核予防婦
人会会長を歴任するなど、女性の地位向上と社会福祉の
推進に尽力されました。平成14年本荘市教育学芸功労。
91歳。

猪股　正二さん（旧本荘市功労者・館）
　10月21日永眠されました。旧本荘市新山崎町内の市政
連絡員を20年以上務めたほか、本荘市市政連絡員協議会
副会長を務めるなど、行政の円滑な推進と住民の自治意
識の向上に尽力されました。平成16年本荘市地方自治功
労。88歳。

齊藤　信夫さん（旧本荘市功労者・石脇）
　10月27日永眠されました。旧本荘市交通指導員を20年
間務め、街頭指導・広報活動に取り組むなど交通の安全と
事故防止に尽力されました。また、石脇財産区議会議員と
しても適切な財産区運営と地方自治の振興に尽力されま
した。平成14年本荘市民生功労。85歳。

本間　　綾さん（旧本荘市功労者・内黒瀬）
　10月27日永眠されました。旧本荘市民生児童委員を
21年間務め、調査・訪問活動などに取り組まれたほか、
社会福祉協議会評議員、本荘市心配ごと相談員を務める
など、社会福祉の向上と児童の健全育成に尽力されまし
た。平成８年本荘市民生功労。92歳。

茂木　忠雄さん（旧矢島町功労者・矢島町坂之下）
　10月27日永眠されました。旧矢島町の統計調査員を
37年間務め、政策の基礎となる情報収集に尽力されまし
た。また、民生児童委員、行政協力員も務めるなど、地
域住民の福祉と自治意識の向上に尽力されました。平成
12年矢島町自治功労。89歳。

ちょっとひといき・・・

冬 じ た く

昨年同期

94件
２人
115人

　　10月末日現在・住民基本台帳
　　　　　　 　   　　（　）は前月比
人口　 76,317人
男=36,505人
女=39,812人

　　世帯数  30,669世帯

事故･違反･飲酒運転のない街に！
  10月の人身事故発生状況

　事故件数　   ９件
　死亡者数　   ０人
　負傷者数　   ８人

累計

 101件
６人
126人

      （10月31日現在・由利本荘署管内）

ル
ー
ル
を
守
ろ
う

◆
10
月
１
日
号
の
表
紙
を
見

て
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
と
い

う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
少
し
で
も
体
を
動
か
し

て
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
す

と
食
事
も
お
い
し
く
感
じ
ら

れ
ま
す
。

（
佐
々
木
さ
ん
・
70
代
・
西
目
地
域
）

◆
天
候
を
気
に
し
な
が
ら
の

稲
刈
り
も
終
え
、
10
月
か
ら

再
開
し
た
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速

歩
。
友
人
と
楽
し
い
会
話
を

し
な
が
ら
汗
を
流
し
速
歩
そ

し
て
ゆ
っ
く
り
歩
き
、
久
し

ぶ
り
に
幸
せ
気
分
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
畑
山
さ
ん
・
60
代
・
東
由
利
地
域
）

◆
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
行
か
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
毎
月
２
回
楽
し

み
で
す
！

（
髙
橋
さ
ん
・
30
代
・
本
荘
地
域
）

◆
今
夫
が
入
院
中
。
退
院
し

た
ら
お
い
し
い
お
料
理
食
べ

に
行
け
た
ら
い
い
な
。

（
髙
橋
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子

メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
課
　
「
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
連
絡
先
・
お
た
よ
り
」
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

◆
い
つ
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
楽
し
ん
で
読
ん
で
い
ま

す
。
本
荘
の
伝
統
料
理
の
レ

シ
ピ
も
載
せ
て
も
ら
え
る
と

う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
小
松
さ
ん
・
30
代
・
本
荘
地
域
）

人 の動き

　
　
　ら
く
な
る
の
も
早
く
な
っ
て

　
　
　も
う
冬
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
な
る
べ
く

ゆ
っ
く
り
来
て
ほ
し
い
。寒
い
の
が

苦
手
な
私
か
ら
の
願
い
で
す
。
（
慶
）

　
　
　の
し
み
だ
っ
た
紅
葉
シ
ー
ズ

　
　
　ン
も
過
ぎ
、
そ
ろ
そ
ろ
初
雪

が
降
る
季
節
。寒
い
の
は
苦
手
で
す

が
、
今
後
も
各
地
域
の
雪
の
イ
ベ
ン

ト
も
頑
張
っ
て
追
い
か
け
ま
す
！

　
　
　っ
と
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を

　
　
　見
て
い
た
妻
が
私
の
誕
生
日

を
指
さ
し「
11
月
23
日
、
ま
た
休
み
に

当
た
っ
て
る
！
」
と
驚
く
。だ
っ
て
毎

年
、祝
日
だ
も
の
。
　
　
　
（
一
男
）

　
　
　じ
た
く
と
い
え
ば
、
家
族
の

　
　
　車
の
タ
イ
ヤ
交
換
。今
年
社

会
人
と
な
っ
た
娘
の
軽
自
動
車
も
加

わ
り
、
昨
年
の
腰
痛
を
反
省
し
十
分

な
ス
ト
レ
ッ
チ
で
臨
む
と
こ
ろ
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
竹
内
） 、

     （-103）
    　（-46）
　    （-57）
　 （-1）

。


